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令和元年度の広島県の決算の概要は
下記のとおりです。９月２９日、委員１６
人で構成される決算特別委員会が設置
され、議会閉会中に審査を行います。
１２月定例会にて審査結果が報告され、
議決されます。

一般会計決算の概要

歳入決算額・・・・・・・・・・１兆 １２５億円
歳出決算額・・・・・・・・・・・・・９９３８億円
翌年度繰越財源・・・・・・・・・・・１４４億円
実質収支額・・・・・・・・・・・・・・・・４４億円

特別会計決算の概要

歳入決算額・・・・・・・・・・・・・５６４４億円
歳出決算額・・・・・・・・・・・・・５４７３億円
翌年度繰越財源・・・・・・・・・・・・・・・０円
実質収支額・・・・・・・・・・・・・・・１７１億円

令和２年度９月補正予算の主な内容

新型コロナウイルス感染拡大防止対策・・・・・・・・・４０億９５００万円

医療従事者への支援など医療提供体制の確保・・１５億２０００万円

３密を避けた事業継続と雇用維持・・・・・・・・・・・・・・６８億５７００万円

福祉・介護従事者支援など県民生活の安心・・・・・２５億７９００万円

校内通信ネットワークの整備など・・・・・・・・・・・・・・１０億８０００万円

平成３０年７月豪雨災害対応・・・・・・・・・・・・・・・・・・・６億５４００万円

令和２年梅雨前線豪雨災害復旧等・・・・・・・・・・・・・９２憶３７００万円
etc.

９月１８日から１０月６日まで１９日間の日程で広島県議会９月定例会が開か

れました。総額３３７億９２００万円の補正予算や、議会の議決が必要であった

にもかかわらず議決を経ずに取得した、サージカルガウンや貸出用コンピュー

ター端末など財産の取得に係る議案等の審議を行い可決成立しました。また、

令和元年度の決算書が提出され、その認定については決算特別委員会を設置

し閉会中に継続審査することとなりました。また、所属する民主県政会からは高

田稔議員（安芸郡）、桑木良典議員（三原市・世羅郡）、犬童英徳議員（呉市）が一般質問を

行いました。（質問の概要は以下と裏面、詳細は広島県議会のホームページをご覧ください。）

高田稔議員（安芸郡）

（質問） 新型コロナウイルス感染症に苦しむ県内産業へ

の支援状況について、今後さらなる支援を行うべき領域

はどこなのか、実施する上での課題は。

（答弁） 今後、雇用維持・事業継続に向けた支援に引き

続き取り組むとともに、「新しい生活様式」に対応した事

業展開や本県基幹産業・成長産業の将来の成長につな

がる支援に取り組むことにより、県内経済活動の安定的

発展に向け、より一層取り組む。

９月定例会の様子
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県政で取り組んでほしい課題は何ですか？
□税金のムダ遣い一掃 □高齢者福祉 □教育・子育て □防災・減災対策
□経済振興対策 □雇用・労働問題 □障がい者福祉 □環境問題
□農林水産業振興 □中山間地域活性化 □鳥獣害対策 □平和推進
□その他（ ）

菅首相が日本学術会議が推薦した新会員候補６人を任命しなかったことをどう
思われますか？（複数回答可）

□特に問題ない（理由 ）
□非常に問題だ（理由 ）
□よくわからない
□その他 （ ）

ご意見・ご質問などございましたら、ご自由にお書きください。

桑木良典議員（三原市・世羅郡） 犬童英徳議員（呉市）

（質問） 解雇や雇い止め見込み労働者への就業支援

にどう取り組んでいくのか。

（答弁） 雇用機会の確保・拡大に向けて、広島労働局

と連携を図った上で、国における更なる対策も要請しつ

つ、徹底した感染拡大の防止と、事業者・県民の経済活

動への支援にしっかりと取り組んでいく。

（質問） 旧陸軍被服支廠の保存・活用について新たな

知見を得た調査結果が示されたことに対する考えは。

（答弁） 調査結果について年内を目途に取りまとめ、そ

の結果がまとまり次第、「１棟保存、２棟解体」の対応方

針案を整理した考え方と今回の詳細調査で得られた結

果を踏まえ、皆様としっかり議論をさせていただき、旧広

島陸軍被服支廠の最終的な方向性を整理していく。

（質問） 日本政府の核兵器禁止条約への署名と、「黒

い雨地域」への被爆者認定について、県の考えは。

（答弁） 早期に核兵器禁止条約への署名及び批准を

行っていただきたく、今後とも粘り強く働きかける。また、

国による「黒い雨地域の拡大も視野に入れた再検討」

がスピード感を持って行われ、早期に「黒い雨地域を拡

大する」という結論を出していただく必要がある。

（質問） オンライン教育について児童生徒間で教育格

差が生まれてしまうことはないのか。

（答弁） 一人１台のコンピュータの導入に合わせて拡

充した奨学金制度の一層の周知を図るとともに、引き

続き、必要な貸出用端末や通信機器を整え、学びの環

境に差が出ないよう、支援していく。

文教委員会で県内調査

９月１日，２日の日程で、文教委員会として

県内調査を行いました。

府中市のコミュニティスクールの取組や福

山市のスペシャルサポートルームについて

説明を受け、現地の取組を視察しました。

また、神石高原インターナショナルスクール

の取組、油木高校におけるなまずの養殖に

よる地域振興の取組などを視察しました。

湯崎知事に要望書を提出 インターン生を受け入れ

８～９月の２か月間、大学生３名をイン

ターン生として受け入れました。インター

ン生達は湯崎知事との面談や議会傍聴、

施設見学などを行いました。

８月１９日、民主県政会のメンバーで
知事室を訪れ、湯崎知事に９月補正
予算に関する要望書を提出しました。

中本議長に要請書を提出

８月２８日、中本議長に対し、河井夫
妻から現金を受け取った議員の説明
の場を作るよう要請書を提出しました。


